
   322） 離れていても結ばれている 

 

君だけをここに残して  出て行くのとても寂しい 

うしろ髪ひかれる思い  だんだんと涙に変わる 

人はみな夢を描いて  ふるさとを旅立ってゆく 

僕たちは離れていても  心では結ばれている 

 

美しい君の瞳で   僕だけを見つめてほしい 

あふれ出る涙をふいて  お別れのキッスをしよう 

過ぎ去った日々のことより 新しい夢を探そう 

 

腕のなか君を抱きしめ  大空を飛んで行きたい 

ふるさとの山を越えれば  暖かい陽ざしに逢える 

お別れは哀しいけれど  またすぐに一緒になれる 

 

ゆきずりの君じゃないから 置き去りの恋じゃないから 

君だけを見つめていたい  君だけを愛していたい 

この次に逢った時には  君のことはなしはしない 

僕たちは離れていても  心では結ばれている 


